
　市民・事業者・行政のパートナーシップによ
る環境学習活動を広く社会全体に伝えていくこ
とを目的とした制度です。市が実施する事業へ
事業者などが協力・協賛する場合のほか、事
業者などが行う特色を生かした環境学習活動
を市が応援する場合もあります。平成24年度
は11団体、17のプログラムが実施されました。

パートナーシッププログラム

コラム1

事業者
の取り組み

市内の事業者は、自分たちの
得意な分野に「環境」の視点を取り入れ、

特色ある活動を行っています。

　西宮市内全ての小中学校に給食食材を、CNG
天然ガス車やハイブリッド車で運び、運転手のエ
コドライブと併せて環境負荷の低減に取り組んでい
ます。また、一度で配送できるようトラックの荷台
を改装することで、校内乗り入れ回数の減少によ
る事故回避や排気ガス削減を実現。環境・安全

はもちろん、トライ
やるウィークも実施
し、子どもの成育に
重点を置いた取り組
みは、国のモデル事
業にもなっています。

金田運輸株式会社
［エコ車で学校給食配送事業］

　ごみ減量と自然環
境の保護や地球温
暖化防止にもつなが
る取り組みです。市
内全23の駅前や商
店街など人の多く集

まる場所で、啓発用ポケットティッシュを配布。
平成24年度のキャンペーンでは、合計379名
の参加者が、レジ袋削減やマイバッグ持参を呼
びかけました。広く市民に啓発を継続的に行う
ことで、より一層レジ袋削減を含めたごみ減量
をめざしています。

買い物袋持参運動
循環

循環

参画
協働

　　マークは、パートナーシッププロ
グラムの制度を活用した事業です。
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事業者の取り組み

　市内でさまざまな地球温暖化防止活動を行っている事
業所を「西宮市地球温暖化防止推進事業所」として登録
し、市のホームページなどで紹介しています。現在、市
内全域の事業所や学校などが登録しており、多様な取り
組みの紹介や情報発信を行っています。この取り組みは、
西宮市だけでなく、地球規模での環境について考える一
助となっています。

西宮市地球温暖化防止推進事業所

コラム2

　NPO 法人海浜の
自然環境を守る会
や周辺地域の自治
会の人々とともに、
自然豊かな地元の
浜辺を次世代に残
そうと、甲子園浜のビーチクリーンアップ活動
を行っています。10年目を迎える平成24年度
は、1時間の清掃活動で、可燃物約 280キロ
グラム、不燃物約20キログラムのごみを収集。
人々の憩いの場としても人気である甲子園浜の
環境美化につなげています。

　平成23年度から、市内の小学校4年生から
6年生の30名を対象に、自然や食べ物に関わ
るさまざまなチャレンジを通じて、その大切さを
学ぶ「こども農業塾」を年4回開催しています。
手作業での田植え・稲刈り体験をはじめ、野菜
の植え付けや収穫、堆肥づくりなど、日常生活
の中では経験できな
い体験をすること
で、自然の大切さを
伝えています。

伊藤ハム株式会社
［クリーンアップin甲子園浜］

株式会社リリーフ
［こども農業塾］

共生 共生参画
協働

参画
協働

学び
あい

学び
あい

西宮市
HP

くらしの
情報

環境・緑化・
衛生

地球温暖化防止
推進事業所

マークは、西宮市地球温暖化防止推進事業所に登録している事業所です。
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循環

行政
の取り組み

パートナーシップの一翼を担う行政。
協働による環境活動に取り組むとともに、

効率的・効果的な施策・事業を進めています。

　使用可能な粗大
ごみを再生し希望者
に提供するイベント
です。職員によって
点検・修理された
ものは、自転車や
キャリーケース、家具など実にさまざま。希望
者を募り、抽選の上、当選者に無料提供される
システムです。粗大ごみとして処分するのでは
なく、再利用していくことで、市民のリサイクル
などへの関心を高めるとともに、ひいてはごみ
減量へとつなげています。

いきいきごみ展

チャレンジ
にしのみや25

循環

　大量消費社会から循
環型社会へ転換し、環
境学習都市宣言の精神
を具体化するため、西宮
市ごみ減量推進計画
“チャレンジにしのみや
25”を策定。平成 30 年度までに、1人あたり
のごみ排出量を25％減量（平成17年度基準）
することを目標に、さまざまな「ごみダイエット」

に取り組むほか、小
学校を対象に、子ど
もたちへの出前授業
も開催し、ごみの減
量・再資源化の大切
さを伝えています。

　また、容器包装リサイクル法の施行を受け、
平成25年 4月より、市内全域でその他プラス
チック製容器包装の
資源収集を開始。
さらに、ごみ減量化
への取り組みを強
化しています。

リークルくん

参画
協働
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行政の取り組み

フラワー
フェスティバルin西宮

　花や緑を愛し育て
ることを通じて、地
域コミュニティを育
み、互いに協力し、
「心のかよった緑あ
ふれるまちづくり」

をめざして開催しています。平成24年度は延べ
8,800 名の人々が来場しました。ミニ花壇や寄
せ植えなどを出展し、培われた園芸技術を顕彰
し合うガーデンコンペや、講演会、園芸教室、
西宮市オリジナル植
物の販売など、多く
の花と緑にふれるこ
とのできるイベント
を楽しみました。

　「エンジェルス・イ
ヤリング」や「プレ
ランサ」など、西宮
市で誕生したオリジ
ナル植物を教材に、
さし芽によって植物
の苗を増殖し、成長後に苗を植え替える一連の
体験学習です。市内小学校の児童などを対象と
して実施しています。学校の緑化を推進するだ
けでなく、自ら植物を植え育てる体験をすること

で、市全体が花と緑
にあふれることへの
喜びを知り、命に対
する豊かな感性や
緑化・環境への意
識を育んでいます。

共生 共生

さし芽・鉢上げ教室

　地域開催型の緑化イベントとして西宮フラ
ワーキャラバンも開催しています。西宮市オリ
ジナル植物の展示や販売をはじめ、花と緑のま
ちづくり事例の紹
介、各種緑化助成
制度の紹介・受付
や園芸教室などを
行っています。

西宮フラワーキャラバン

エンジェルス・イヤリング

参画
協働

学び
あい

学び
あい
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三者
の取り組み

環境への取り組みは、
市民・事業者・行政が協働で取り組むことで、
その効果と可能性は無限大に広がります。

三者の取り組み

　環境に関する 1
年間の取り組みを
発表する催しとし
て、平成 4 年度か
ら開催しています。
平成24年度は、市
内小学生から大人まで 498 点、海外からは 7
カ国 148 点もの作品が出展されました。模造
紙や画用紙だけでなく、立体工作など、その表
現はそれぞれ独創性にあふれたものばかり。環
境活動が一つの枠にとらわれない可能性を秘め
たものであることを表しています。

EWC環境パネル展

　市 民・事 業 者・
行政の 1 年間の環
境活動を広く報告
し、地域間・主体間
の活動交流の促進
や新たな活動展開

を図る場として開催しています。平成24年度は、
「資源循環」をメインテーマとし、ごみダイエッ
トについて知る基調講演やパネルディスカッショ
ン、環境活動をまとめたポスターセッションを通
じて、身近なごみの
問題から地球規模
の環境問題まで、深
く考えることのでき
るイベントとなりま
した。

環境まちづくり
フォーラム

ネット
ワーク

参画
協働

学び
あい

ネット
ワーク

参画
協働

学び
あい
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